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ス
ク
に
来
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
三
〇
一
収
容
所
で
約
三

年
お
り
ま
し
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
で
の
作
業
は
レ
ン
ガ

造
り
の
三
階
建
て
と
、
そ
の
内
装
仕
上
げ
に
あ
た
る
。
こ

こ
で
約
七
カ
月
過
ご
し
、
そ
の
後
約
一
カ
月
く
ら
い
講
習

に
行
き
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日
興
安
丸
に
て
舞

鶴
に
入
港
、
三
日
後
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日
無

事
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出

新
潟
県

小

菅

稲

秋

あ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
て
行
か
れ
た
翌
年
（
昭
和
二

十
一
（
一
九
四
六
）
年
）
の
三
月
初
め
の
頃
と
思
う
。

我
々
の
屋
根
の
な
い
宿
舎
に
合
掌
が
組
ま
れ
、
宿
舎
の

脇
か
ら
掘
り
上
げ
た
土
が
、
天
井
裏
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
。ス

テ
イ
リ
ー
カ
チ
ゴ
リ
ー
（
身
体
検
査
の
三
級
者
）
の

営
内
軽
作
業
は
「
高
橋
小
隊
、
今
日
は
宿
舎
の
木
羽
打
ち

だ
」
と
、
朝
の
整
列
後
に
説
明
が
あ
っ
た
。

カ
ン
ボ
ー
イ
（
銃
を
持
っ
た
ソ
連
の
兵
隊
）
が
い
な
い

か
ら
「
ダ
バ
イ
、
ダ
バ
イ
」
と
言
わ
れ
な
い
「
今
日
は
助

か
っ
た
」
と
内
心
思
っ
た
。
機
材
庫
へ
金
槌
と
釘
を
取
り

に
行
く
者
、
穴
の
と
こ
ろ
に
薪
を
集
め
て
燃
や
す
者
な
ど

手
分
け
し
て
動
き
始
め
た
。
三
十
四
、
五
人
の
小
隊
だ
っ

た
と
思
う
。
金
網
ら
し
き
物
は
五
個
ほ
ど
あ
っ
た
が
釘
が

な
い
。
木
羽
も
な
い
。
仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
皆
で
暖

ま
っ
て
い
た
。
小
隊
長
が
木
羽
板
を
持
っ
て
き
た
が
、
釘

が
無
い
の
で
仕
事
が
で
き
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
ほ
ど

の
寒
さ
だ
。
午
後
三
時
を
過
ぎ
た
頃
、
薄
暗
く
な
っ
た
が

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

＝

ロ
シ
ア
の
収
容
所
所
長
が
来
た

の
が
判
っ
た
の
で
急
ぎ
火
を
消
し
た
。「
オ
ン
チ
ェ
ル

ポ
チ
カ
・
ニ
ー
ラ
ボ
ー
ト

（
小
隊
長

な
ぜ
、
働
か

な
い
の
か

）」

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

は
カ
ン
カ
ン
に

な
っ
て
小
隊
長
を
叱
っ
て
い
る
。
小
隊
長
は
釘
が
無
い
の

と
、
寒
い
と
言
い
訳
し
て
い
る
よ
う
だ
。「
ザ
ク
リ
・

チ
ョ
ネ

（
営
倉
入
り
だ

）」

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

は

小
隊
長
に
営
倉
入
り
を
命
じ
た
。
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五
時
の
作
業
終
了
の
鐘
が
鳴
っ
た
。
皆
、
屋
根
か
ら
降

り
よ
う
と
す
る
と
「
ブ
ロ
ハ
・
ラ
ポ
ー
ト
（
作
業
が
な
っ

て
な
い

降
り
て
は
い
け
な
い
）」
と

黒
皮
ジ
ャ
ン

パ
ー

は
叱
る
。

他
の
作
業
小
隊
は
疲
れ
た
体
で
、
晩
の
点
呼
の
た
め
広

場
に
整
列
し
て
い
る
。
点
呼
を
と
っ
て
も
人
数
が
合
わ
な

い
。
衛
兵
が
何
回
も
数
え
る
が
合
わ
な
い
の
で
解
散
も
で

き
な
い
。
我
々
が
屋
根
に
居
る
か
ら
合
う
は
ず
が
な
い
。

「
馬
鹿
野
郎
ー
」
と
他
の
小
隊
か
ら
罵
声
が
あ
る
。

黒
皮

ジ
ャ
ン
パ
ー

は
壇
上
で
「
プ
ロ
ハ
ラ
ボ
ー
ト
（
罰
だ
）」

と
い
う
よ
う
な
演
説
を
し
て
い
る
。
屋
根
の
上
は
地
上
で

整
列
し
て
い
る
者
よ
り
一
層
寒
い
。
も
う
ど
う
で
も
い
い

と
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
、
皆
が
自
然
に
梯
子
の
方
へ
移

動
し
た
。
力
尽
き
た
。
今
に
も
落
ち
る
か
と
思
わ
れ
た
頃

に
、
よ
う
や
く
女
医
の
口
添
え
で
我
々
は
解
放
さ
れ
た
。

翌
日
、
ま
た
木
羽
打
ち
の
命
令
だ
。
小
隊
長
は
営
倉
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
に
「
ダ
モ
イ
ま
で

我
慢
し
ろ
。
ソ
連
側
は
『
釘
が
無
い
こ
と
は
知
っ
て
い

る
。
自
分
た
ち
の
宿
舎
だ
。
ど
う
し
た
ら
木
羽
が
打
て
る

か
努
力
だ
』」
と
ソ
連
側
が
叱
っ
て
い
た
と
小
隊
長
は
説

明
し
て
く
れ
た
。

我
々
は
皆
で
相
談
し
て
、
午
前
中
道
路
に
落
ち
て
い
る

ワ
イ
ヤ
ー
や
針
金
を
捜
し
集
め
、
機
材
庫
で
切
断
と
焼
戻

し
を
し
て
、
午
後
か
ら
屋
根
に
上
り
釘
打
ち
を
し
た
。
木

羽
が
凍
っ
て
い
て
釘
が
曲
が
り
、
な
か
な
か
う
ま
く
止
ま

ら
な
い
。
木
羽
十
枚
で
満
足
に
止
ま
っ
て
い
る
の
は
、
一

枚
く
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
下
か
ら
見
れ
ば
で
き
栄

え
は
「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
」。

晩
の
点
呼
で

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

が
ま
た
ガ
リ
バ
ー

説
教
し
た
）。

「
デ
キ
タ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
」

明
日
は
…
…
？
ま
た
…
…
？
？
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